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回昭和年月日 題 目 ， 発表者
6 32． 6． 2批評の機能に就て 小川 悟
Schillerの「道徳的施設としての舞台」に
就て 丸山三友
R･Schneiderの時代批評の文学脇阪 豊
7 32.11.17Hebbelの世話悲劇の成立 小川 悟
若きRilkeの未発表の手紙 渡辺格司
8 33． 6． 8形象と世界感情（リルケ） 上村弘雄
9 33.11.23名誉を失った犯罪者（シラー） 丸山三友
1034.6． 7ニーチェ随想 田中健二
精神病と天才 内藤好文
1134．11．15アネッテ・フォン・ドロステ・ヒユルスホフに
ついて 見次直雄
ヴィルヘルム・マイスターについて 中村恒雄
1235． 6． 5 17世紀ドイツ文語史よりみた外来語の問題と
・ ドイツ国語協会の意義 福本喜之助
1335.11.13フィエスコに於ける合成力理念 須賀洋一
現代のドイツ文学について 義則孝夫
滞独中の録音紹介 渡辺格司
1436．5．28意味形態論について 川島淳夫
1536.11.19ドイツで見聞したこと WernerRilz
ドイツの風俗・習慣 脇阪 豊
1637.6.10ChristineKoch,,WilleRaousen@@から渡辺格司
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語学と誤学・言語学と街語学 福本喜之助
1737.10.28ヨーロッパ文学うら話し 村井勇吾
G.ベンと表現主義 山本 尤
1838． 6． 9 ドイツ語学研究の近況 和田賀一郎
『晩夏』におけるリーザッハ男爵のモデルに
ついて 米田 巍
1938.11.10tjberdieSpracheinGrimmsMarchen
WernerRilz
ドイツ留学報告一ゲーテ・インスティト
ゥート，大学一 藤井啓行
ドイツ杼情詩の朗読法 赤井慧爾
2039． 6． 7 ラーベの小説における牧歌の意義 諸沢 巖
InstitutfiirSpracheimtechnischen
Zeitalterの組織と活動 脇阪 豊
2139.11.15言語単位と変換文法について－その歴史と意義
(SprachlicheEinheitenundTrausfrmations-
grammatik) 川島淳夫
,,KulturelleEindrtickeaufmeinerDeutsch-
landreise@@ WernerRilz
ドイツ語の中の日本語 ， 内藤好文
2240.6.6 Schiller-StatteninStuttgart丸山三友
2340.9.7ボン大学総長HugoMoser教授講演会
”WohinsteuertdasheutigeDeutsch？
-EineAnalysederdeutschenGegenwartssprache<@
2440．11．7 カフカの「ある闘いの記録」の構成の問題 植松健郎
ドイツは未だ詩人と思索家の国であるか 小川 悟
2541．4.11Bochum大学教授H.J.Schrimpf博士講演会
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"BiirgerlichesundsozialistischesTheater:
LessingundBrecht:@
26 41． 6． 5 トーマス・マンにおける「音楽」と「政治」の問題一
「非政治的人間の考察」の位置づけについて下程 息
2741.11.27EdzardSchaperにおける「自由」の意味について
新谷港堆
変換文法について 内藤好文
2842．4．11ザールブリユツケン大学教授H.Eggers博士講演会
"DerBausubstantivischerSatzglieder$<
2942． 5.28ドイツ・バロック文学における,,Welt"の二面
性について 中川清三
3042.12.3H・ブロツホの「ヴエルギールの死」の第4部
について 渡辺孝子
F.シラーの「人間の美的教育について」
－特に作品の人間性を中心として一 山本隆雄
31 43．5．26ケーテ杼情詩「さすらい人の嵐の歌」,,Wanderers
Sturmlied"における解釈上の問題芳原政弘
3243.12.1 ドイツ語における副詞の分類について 川島淳夫
3344． 6． 1 『チューリヒ文学論争』について 植松健郎
3445． 6． 7語史における,,LutherdeutschC!の評価福岡四郎
エンツェンスベルガーにおける問題点一
現代文学とラディカリズム－ 下程 息
3545.12.13ホーフマンスタール『バツソンピェール元帥
の体験』－ケーテ作との比較から－ 二宮まや
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